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研究成果の概要（和文）：カゼイン加水分解物（CH）は脈波伝播速度（baPWV）で評価する動脈硬化を改善す
る。顔の色素沈着（シミ）は動脈硬化症に正関連し、両者は終末糖化産物（AGE）に関連している。一方でシミ
とAGEsへのCHの影響は知られていない。本二重盲検試験ではCHが80名の対象者のシミを改善するかどうかを評価
した。参加者はCHまたはプラセボ(P)のいずれかを48週間摂取した。シミ、baPWV、およびAGEは開始時と介入の
終了時に、それぞれロボスキンアナライザー、baPWV、およびAGE-Readerで評価された。CHはPよりもシミを有意
に減少させ、AGEおよびbaPWVの変化にも有意差があった。

研究成果の概要（英文）：Casein hydrolysate(CH) has been shown to improve arterial stiffness as 
estimated by pulse wave velocity (PWV). Facial pigmentation (FP)is associated with PWV,both of which
 are supposed to be modulated by tissue accumulation of advanced glycation end products(AGE). 
However,effects of CH on FP and AGE remain largely unknown. This randomized double-blind 
placebo-controlled trial evaluated whether and how CH improves FP in 80 nonhypertensive patients. 
Study participants were randomly assigned to receive either CH or placebo(P)for 48 weeks.FP area,
PWV,and AGE were evaluated by Robo Skin Analyzer,PWV,and AGE Reader,respectively,at baseline and at 
the end of the intervention.Treatment with CH,but not P significantly reduced FP area.There were 
significant differences of changes in FP area,AGE,and PWV between the two groups. Furthermore,
changes in AGE was positively and independently associated with those in FP area.This study suggests
 that CH reduces FP area by decreasing AGE. 

研究分野： 軽度認知障害
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研究成果の学術的意義や社会的意義
80人の非高血圧の日本人患者に対してランダム化二重盲検プラセボ対照試験で行った本研究で得られた知見「カ
ゼイン加水分解物は動脈硬化の指標の一つである脈波伝搬速度(baPWV)を低下させるとともに顔の色素沈着（シ
ミ）領域を減少させ、両者には終末糖化産物(AGE)の皮膚蓄積レベルの低下が関与する」ことは、動脈硬化が重
要な関与をしている軽度認知障害（MCI)を含む認知機能低下についてもAGEが大いに関与していることを裏付け
るものであり今後の研究の発展が期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

カゼイン加水分解物は脈波伝播速度（baPWV）で評価する動脈硬化を改善する。また顔の色素沈着

（シミ）の面積は脈波伝播速度に正関連し、両者は終末糖化産物 （AGEs）に関連している。一方でカゼ

イン加水分解物のシミと AGEs への影響は知られていない。 

 

２．研究の目的 

本研究ではランダム化二重盲検プラセボ対照試験により、カゼイン加水分解物が対象者のシミを改

善するかどうか、改善した場合に AGEs の影響はどうかについて検討することを目的とした。 

 

３．研究の方法 

非高血圧の対象者 80 名は CH またはプラセボのいずれかを 5g/day で 48 週間摂取した。シミ、

baPWV、 および AGEs は開始時と介入の終了時に、それぞれロボスキンアナライザー、 baPWV、お

よび AGE-Reader で評価された。 

 

４．研究成果 

カゼイン加水分解物はプラセボよりもシミの面積を有意に減少させ、AGEs および baPWV の変化に

も有意差があった。本研究では 80 人の非高血圧の対象者に対してランダム化二重盲検プラセボ対照

試験で行われた。ここで得られた知見「カゼイン加水分解物は動脈硬化の指標の一つである脈波伝搬

速度(baPWV)を低下させるとともに顔の色素沈着（シミ）面積を有意に減少させ、両者には終末糖化産



物(AGE)の皮膚蓄積レベルの低下が関与する」ことは、動脈硬化が重要な関与をしている軽度認知障

害（MCI)を含む認知機能低下に ついても AGEs が大いに関与している可能性ことを示唆するもので

ある。認知症のみならず MCI に関しては現在まで根治療法は見出されておらず、現在では動脈硬化

を含めた修正可能な認知症危険因子に介入していくことが重要である。本研究で得られた知見は軽度

認知障害と AGEs の関連を動脈硬化を介して結びつけるものであり、今後の研究の発展が期待される。 
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